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2-1 矢作ダム貯水池の堆砂実態

表2-2 堆砂量と実績堆砂量表2-1 コンター法と平均断面法による各貯水容量

図2-2 各容量内堆砂量（平成14年現在） 図2-3 治水容量内の陸掘可能範囲



図2-4 矢作ダム貯水池堆砂量経年変化

2-2 矢作ダム貯水池の堆砂対策
2-2-1 堆砂対策の目的と必要性



図2-6 ダム貯水池における堆砂対策メニュー

2-2-2 ダム貯水池における堆砂対策メニューと矢作ダム貯水池への適用性の検討



図2-7 矢作ダム貯水池における堆砂対策検討フロー

2-2-2 ダム貯水池における堆砂対策メニューと矢作ダム貯水池への適用性の検討

2-2-3 緊急対策（当面対策）の検討項目

2-2-4 長期対策（将来対策）の検討項目

1) 恵南豪雨で堆積した陸掘可能区域の土砂排土

2) 既設貯砂ダムの貯砂機能の回復とその効果

3) 貯砂ダムの嵩上げによる貯砂機能の増強とその効果

1) 現況砂利採取量の増大による堆積土砂の排土

2) 水位低下による堆砂域への土砂の再移送

3) バイパス水路による堆積土砂の排土



・貯砂ダム諸元

図2-8 貯砂ダム周辺平面図

図2-9 貯砂ダム周辺縦断図 図2-10 貯砂ダム断面図



・埋没した貯砂ダム



2-3 シミュレーションモデルによる対策検討
2-3-1 モデルの設定とシステム検証

2-3-2 現象分析（解析）

対象洪水：恵南豪雨（平成12年9月洪水ハイドロ（11日12時～13日12時）

初期河床：平成11年河床

検証河床：平成12年河床

河床材料：平成15年測定値

流入土砂量：「土砂混入率：恵南豪雨時の累加流入量と堆砂量（掃流砂量）から設定」

(1) 現象再現の検証

表2-3 現象再現検討ケースのまとめ



・年平均洪水と1/10年平均洪水の設定



2-3-2 現象分析（解析）

(2) 対策検討（緊急）

表2-4 緊急対策検討ケースのまとめ



2-3-2 現象分析（解析）

(2) 対策検討（長期）

表2-5 長期対策検討ケースのまとめ


